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情報誌の名称の『知・る・く』は、「シルク」の事を「知る」、「シルク」の街を「歩く」という意味が込められており、

３つのフレーズを融合させた造語です。 

「知」の「ﾛ」部分は絹糸をイメージ。同時にシルクの無限大（∞）の可能性も表現しています。「く」の下部には靴を

あしらい、街を歩くイメージと協議会の前進の意味を込めました（足利市商工振興課の杉戸さんによる発案・命名です）。 
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協議会顧問のご紹介 

 

シルクのまちづくり市区町村協議会では、有意義な活動を推進するため、シ

ルク産業やシルク文化に関わる学識経験者の方を顧問として任命し、事業活動

に対する助言および協力をいただいています。 

現在顧問の方は 10 名。前号でクリエーションコーディネーターおよびテキ

スタイルデザイナーの 6 名の方々をご紹介しましたが、今回はファッション・

ジャーナリスト、着物伝承家および着装コーディネーターとしてご活躍されて

いる 3 名の方々をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ファッション・ジャーナリスト／     

クリエイティブ・ディレクター     清水
し み ず

 早苗
さ な え

 氏 

 

②着物伝承家               早坂
はやさか

 伊
い

織
お り

 氏 

③着装コーディネーター／帯研究家  笹島
さ さ じ ま

 寿
す

美
み

 氏 

顧問に聞く！ 
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ファッション、テキスタイルおよび和装など様々な分野で活躍されている顧問

の皆さんに、シルクに対する考えや今後の展望などについて伺いました。 

 

株式会社しんか 代表取締役 

 

清水
し み ず

 早苗
さ な え

 氏（ファッション・ジャーナリスト／ 

クリエイティブ・ディレクター） 

 

 

【プロフィール】 

1952 年東京生まれ。1975 年立教大学文学部フランス文学科卒。卒業後、パリ留学を経て、

雑誌、通販、ファッションカタログ等のスタイリストとして、またファッションエディター・

アートディレクターとして、雑誌広告およびカタログ制作を手がける。一方、パリ・東京コレ

クション等の取材を通して、ファッション動向に関する記事を多数執筆。ファッションデザイ

ナー川久保玲に焦点をあてた NHK のテレビ番組では、企画から取材、編集まで携わる。この

番組をもとに、2005 年 書籍「アンリミティッド：コムデギャルソン」を平凡社より出版。

2008 年株式会社しんか設立。最近では日本の繊維・ファッションの創造性を国内外に伝える

冊子の編集やセミナー、展示会等の総合＆クリエイティブ・ディレクターをつとめる。2010

年～毎日ファッション大賞選考委員。Found MUJI の衣服・雑貨のデザインディレクター。そ

の他、ファッション・デザイン等に関する講演やセミナーの講師をつとめる。 

現在は金沢美術工芸大学大学院、武蔵野美術大学、文化ファッション大学院大学の非常勤講

師として人材育成にも貢献。 

 

 

 

 

 

――「シルク」という素材のイメージについて、どのように捉えられていますか？ 

清水清水清水清水 「世界各地でシルクによって創造された数々の美しい織物や衣服など、美術館に

収蔵されているものから、現在の着物やドレスに至るまで」を見れば、シルクが服飾史を

形成してきたと言っても過言ではないと思います。 

 

――国内のシルク産地の現状をどのように捉えられていますか？ 

早坂早坂早坂早坂    現実的には、非常に厳しいものがあり、産業としても成り立つ状態にはありません。

国内のシルク産地が養蚕農家やその加工業など、原料生産の部分を言うのであれば、

品質の問題以上に経済的な維持運営の問題が大きいと思われます。生活できなけれ

ば辞めざるを得ないのは、他の産業と同じことであり、生産に見合う対価の得られる産業

として根本から見直す必要があると考えます。国の施策としても、ＪＡを通さない農家は

各都道府県の養蚕農家の統計数字にカウントされないなど、問題の多い実態も見直す

べきでしょう。   

清水清水清水清水    私は、経済産業省の支援のもと、2009年に中小機構が発行した冊子、「和・しん

か」を制作するにあたり、いくつかのシルク産地を取材させていただきました。その際、シ 
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ルク産業の現場を拝見し、関係者の方々の声に接した経験から複雑な思いがあります。 

シルク産地は和装の影響を強く受けますので、着物の振興についてお話したいと思い

ます。 

日本人の多くが、着物は、日本で養蚕された繭から織られており、すべての着物が日

本で縫われていると、漠然と思っています。着物は、日本を代表する文化の一つである

と認識していますが、その現状は知らされていません。ですから、当然のことながら、日

本のシルクまで想いが及んでいません。 

私は大学の授業で、時々「着物はなくなるかもしれない」と、学生に問いかけてみます。

勘のいい学生は、日本人が着物を着なければ、産業として成り立たないことを、すぐさま

理解します。着物は、希少なものとなり、庶民の手の届かないぐらい高価になってしまう

かもしれないと知った他の学生は、驚きの表情を浮かべるのです。学生達にとっては、

思ってもみなかったことなのですが、ちょっとした情報を与えることで、気がついてくれるの

です。 

日本人の選択になるかもしれませんが、着物文化を残したければ、日本人が意識し

て守らなければならない、ということを理解してもらうことが必要です。 

そして、昨今は”日本がブーム“ですが、そのためだけではなく、着物を着たいと思って

いる若者は意外と多いのです。そのためには、入り口を低くしておくことが必要です。具体

的には、私の持論ですが、着物の伝統を守ることと、着物をカジュアルに自由に着ること

を分けて考えるべきです。前者は、結婚式などの儀式的な時は伝統的な着物文化を継

承し、後者は、着物に親しんでもらうため、普段の着方は自由でいい（下品なのはいけま

せんが）と認めることです。 

着物の入り口の敷居を低くすることは、シルク以外の素材とも関係してきます。今の若

者の衣服は、コットンが中心となっていますから、入り口としては、綿の着物は好都合で

す。いずれは必ず、シルクのいい着物がほしくなっていくのです。 

また、織り柄、染め柄ともに、現代に合うデザインを開発することが必要です。魅力的

なテキスタイルは、着用したくなる大きな要因です。それは、洋装でも同様のことが言え

ます。シルク産業に影響の大きい着物を活性化していくことは重要なことです。そういう

意味では、素材の枠を超えて戦略を立てるべきでしょう。 

ちょうど、時代は日本の産地に目が向いています。追い風が吹いています。まさにこの

時に、着物が若者に身近なものとして認知されなければ、大きなチャンスを逃すことにな

るでしょう。 

また、着物文化を学校の授業の中に取り入れたり、あるいは、啓蒙する機会をもっと

作るように努力すべきです。そこで注意しなければならないのは、着物業界の自己満足

的なイベントで終わってはいけないということです。潜在的な消費者を掘り起こしていくよ

うな発想が求められていると思います。 

加えて、着物も含めシルクについて、まずは消費者に広く知ってもらい、身近なものに

感じてもらえるように発信することが急務だと思います。 

笹島笹島笹島笹島    大変、憂慮するところですが、私の立場としては一人でも多くの人たち、次世代の

人たちに、日本人にとって強いては人類にとって、着物はとても重要な力と意義があると

いうことを伝えることが産地への応援かと思っています。 
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オフィス早坂 代表 

 

早坂
はやさか

 伊
い

織
おり

 氏（着物伝承家） 

 

 

 

【プロフィール】 

 1962 年広島市生まれ。男の着物の総合プロデュースを手がける着物伝承家。現、「オフィ

ス早坂」代表。少年期に着物の着心地のよさとデザインに魅了されて着物を愛用し、現在は生

活の全てを着物で過ごす。コンピュータメーカーの SE として勤務後、着物ビジネスの拡大お

よび着物文化の伝承に力を入れるべく独立。長年にわたる着物生活の経験を生かし、着物に関

する執筆・講演、商品プロデュースなどを幅広く行う。日本初の男のきものホームページ「男

のきもの大全」主宰（1997 年開設）。「日本きもの学会」副会長。著書に『男、はじめて和服

を着る』（光文社新書）、『ビジュアル版 男のきもの大全』（草思社）。 

 

――着物に関するご自身の想いについて、お聞かせください。 

早坂早坂早坂早坂    着物は私にとって、着心地の良さもさることながら、和服を着るという行為を含め、

それ自体が楽しいことであり、喜びであるからこそ、私は和服を愛用し続けています。和

服を着ているというだけで、四季折々の季節の匂いを、文字どおり素肌で感じることがで

きるのも、そうした喜びのひとつであると言えます。日本人がこんなにも利用価値が高く

心身ともに喜びを満たしてくれる衣服を、日常から捨て去ってしまったのは未だに信じが

たい事実です。 

 和服がどういうものかを知ってもらうには、どんな情報を知ることよりも、「ともかく実際に

着てみてもらうほかはない」と思っています。衣類の一つとして和服を選び、和服が好き

になるかどうかは、この和服独特の気持ち良さを実体験することにより決定することが多

いものです。ただし、本当の意味での気持ち良さを実感するには、自分で着なければなり

ません。人に着せてもらうのでは、これだ！という気持ち良さはなかなか得られないもの

【【【【シルクシルクシルクシルク製製製製品品品品のごのごのごのご紹介紹介紹介紹介】】】】大島紬の絣糸を使った博多帯（新幹線開通記念のコラボ商品）    
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だからです。 

 男性の和服姿となると、女性以上に今でもなかなか見かけないものですが、もしかする

と、和服姿の男性が増えれば、女性もそれに感化されて和服を着るようになり、相乗的

に和服人口が増えていくかも知れません。いずれにせよ、男女問わず和装に憧れている

人々がまだまだ大勢いることは事実です。少なくともそうした人たちに和服を身に纏う自

由を与えてあげることが、和装をこの世から根絶しないために必要な最優先課題ではな

いでしょうか。 

 現実的にも、それらに必要な環境を整えていくことが多く望まれています。着物を着る

のに、特別な技術や知識、データやテクニックは実際のところ必要ないのです。それらは

確かに、和装の世界への水先案内を担ってくれますが、あくまでも補助的な力に過ぎま

せん。着物を着たいと思う気持ちこそが、もっとも大切な原動力なのです。 

笹島笹島笹島笹島    数年前までは、「着物を少しでも多く着る」ということに意義をおいて進めてきまし

たが、３年前より、 

1 着物には自分が自分であることを証明し、自分の精神をはっきりと教えられて自己存

在を認識する力がある。 

2 着物は自分を裏切らない。自分を育ててくれる力がある。 

3 着物には人と人との絆を結ぶエネルギーがある。 

4 着物を知ると多くのことが啓発されて日本文化を愛する力が湧く。 

5 着物を着る行為には身体の健康管理がある。 

などと言い伝え続けています。 

このことがアイデンティティとなり、これからも、国際化した時代に日本文化のシンボル

として着物を残していく活動を続けていかなければならないと思っています。    

 

――和装産業の不振は、どのようなところに問題があると思われますか。 

早坂早坂早坂早坂 大きくはビジネスの在り方に問題があると考えます。最大の問題は、商品にも市場

にも活用方法にも、明確なセグメントが与えられていないことです。このため、マーケティ

ングそのものが事実上意味をなさない状況でもあるため、他の業界と比べ、一向に消費

者を迎え、あるいは巻き込む業界動向が生まれえないのだと考えます。 

 もうひとつの問題は、製品とそれを必要とする人との間にマッチングが取れていないこ

とです。必要な情報やモノが、それを必要としている人、探している人にタイムリーに届か

ず、売れないという結果論に至っています。これらは、商品の品質や価格に問題がある

わけではないと考えます。マッチングを行うためのビジネスマネジメントがほとんど機能し

ていないことを意味していると言えるため、逆に言えばこれを効果的に結び付ければ必

ず市場は確保できると考えます。 

笹島笹島笹島笹島 常に着物を着る立場からいえば、着物の良さ、素材やデザインの良さは十分にあ

ると思っています。しかし良いものを作っても着物を着る人たちに喜びがないものは滅び

ていくと思います。人が喜ぶ着付け、人が感動する着付け、人が誇りに思える着付け、

次世代に意義ある内容として伝えられる技術、日本人が世界の人たちに誇れる技術と

意義がしっかりとできていないことに問題があると思います。 
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（財）日本きもの文化美術館 名誉館長 

 

笹島
ささじま

 寿
す

美
み

 氏（着装コーディネーター／帯研究家） 

 

 

 

【プロフィール】 

1937 年生まれ。福島県出身。㈱松竹衣装で歌舞伎や日本舞踊の着付け、㈱東京衣装でレビ

ュー等、着付け全般にわたって修得。体を保護する楽な着付け、心和む色の組み合わせ等、着

装を研究する。紐一本で着る自然で楽な着付けを提唱。また、帯に魅せられ帯を主役にした帯

人形を考案、国内外で個展を開く。 

現在は笹島寿美の和装セミナーを主宰。2008 年～早稲田大学「きもの学」講師。国内外の

ショーで着付けを担当。2008 年 3 月に開催された㈱誉田屋・ユナイテッドアローズ㈱主催の

ショー（傾
かぶ

奇
く

者達之
ものたちの

系譜
けいふ

）での着付けが評価される。 

エッセイ「きもの上手は着付けから（淡交社）」ほか、着付けや着物全般に関する書籍を多数出

版。各地で様々なセミナーや着付け教室を開催する等、着物文化の継承に尽力されている。 

 

――着物の生産・流通に関わる養蚕・製糸・染織・流通・小売業界は、今後どのような

方策を講じればよいと思われますか？ 

早坂早坂早坂早坂 着物も衣料品であることを考えるなら、男性の着物市場を本格的に育てて一ジャ

ンルとして確立することが、業界市場の底上げに必ず繋がる方策だと考えます。 

 それにはまず第一に、商品と市場のセグメント化を業界レベルで行うことです。わかりや

すい例では、クルマがあります。高額商品ですが、軽自動車から高級セダン、ミニバンな

ど、用途や趣味性、価格、ステイタス性など複数の要素を上手に使ってセグメント化が

完成しています。同様に、着物の世界もこうした明瞭性が打ち出せれば、消費者ももっと

わかりやすく着物を手に入れることが可能となるでしょう。 

 そのためには、個々の商品に商品性を与えるため「スペック」表示が不可欠です。男性

に対するマーケットでは必ずこれらの情報が必要となります。スペックとは、素材やサイズ、

色糸本数など品質表示の内訳だけでなく、用途や応用性を含めた情報提供のことであ

り、反物に張られた証紙だけでは判断基準とは言えないのが多くの消費者にとっての本

音です。 

 特に男性の購買心理として、納得しなければ買わないという点をいかにうまくフォロー

するかが成否を分けるといっても過言ではありません。また、消費者にとって、本当に必

要とされるのは、メーカー責任と販売責任が保障されることであり、各産地のブランド名

は、たとえばエルメスの商品の素材について、どこの産地の牛革なのかを問いただして購

入する消費者がいないように、将来必ずしも必要とは言えないかも知れません。 

 流通面では、他の産業が通常に行っている新たなチャネルの開拓が必須です。現在

私は、この分野をビジネスとしても立ち上げる予定で準備を行っていますが、現在で利用

可能な環境や道具をいかに有効活用するかを考えましょう。具体的にはネット上での B  
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to B（企業間電子商取引）を可能にするインフラ整備がこれに相当する方策です。 

男性和装品の流通促進を図るため、業者間での卸売りを行う業界内専門サイトと、消

費者への販売を行う B to C ネットショップ型のサイトを組み合わせ、商品流通のマッチ

ング性を高めたいと考えています。このプランは当面、男性和装商品に特化したビジネ

スとする予定ですが、伝統産業分野全体の市場にも拡大は可能です。 

 これにより、全国どこからでも、全国規模での卸売りが可能となり、販売機会の拡大が 

見込めます。また、参加者を一定の基準で審査し、共通の契約を交わすことで取引の 

信頼性の確保も行えます。同時に、標準小売希望価格の設定も行い、消費者に対する 

価格の透明性、相場価格の創出にも寄与します。 

 他業種の取引現場においては、すでにこれらのことは当たり前のことでもあり、既存の 

流通取引との棲み分けもきちんとできています。こうしたチャネルを機能させるためにも、 

和装業界の新たな分野への体質転換が期待されます。 

 ちなみに、ネットを利用した B to B 取引の実態は、和装産業以外の業種はほぼ全業

種が参画しており、2010 年度の総取引額は 270～400 兆円規模と推定されています。

ネットショップの増加も普通のこととなっている現在、そうした分野にも適切に対応するこ

とが業界の安定化に貢献できるものと考えます。 

笹島笹島笹島笹島 あくまでも私的立場の意見です。着物の生産者に対する意見としては、近年新し

い織りの組織を取り入れて開発した製品を見ますが、着やすい素材が年々少なくなって

きているように思います。着物地は人間の肌、皮膚に近いものが身体に楽で着やすいの

です。したがって、原点にもどって着やすい素材を作っていただきたいと思います。着物

は着て完成とされる訳ですが、色、柄、模様のデザインに奇をてらい過ぎのように思いま

す。 

小売業界に対しては、着物を伝える、着物業界を守る先端にいながら昔ながらの商

売心が強く、自分を商う商人精神が少ないように思います。お客様を育てる精神のカリ

キュラムが必要に思います。商人精神のあるところはどの時代になっても続ける力があ

るように思います。 

 

――国内のシルク産地は今後、どのような方向に活路があるのでしょうか？ 

早坂早坂早坂早坂    繊維の原材料としての市場活路を見出す分野を、今後も主体とすべきと考えま

すが、その方策に時間がかかりすぎる場合、もしくはリスク対効果の期待度が短期間で

得られないと判断されるなら、これまで以上に他の分野への参入にも力を入れるべきで

しょう。 

 たとえば、蚕や繭の成分を化粧品や衣料品に応用する研究や実際の商品開発も昔か

ら数多く行われていますが、この分野に今まで以上に大企業の商品開発とリンクするよう

な供給体制を持つことを可能にするなど、これまでの延長線上に縛られないビジネスとし

ての在り方を検討すべきです。 

笹島笹島笹島笹島 作るものと伝えるものとが共同で研修会を多く設けて、活路となる新たな道を見出

し、小さなことでも少しずつ休むことなく伝えることが必要だと思います。 
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――日本の繊維・ファッション産業は今後、どのような方向に活路があるのでしょう

か？ 

清水清水清水清水 織機の発明からはじまった産業革命、すなわち、工業化は、均一という価値観を

生み、人間の欲望にまかせて、拝金主義的な方向へ突っ走ってきました。すでに、多く

の人々が、行き着くところまできてしまっていることに気がついていても、止められなかっ

たのではないでしょうか。 

それが、今回の大震災を機に、日本人も生き方を真摯に考えるようになったというか、

考えざるを得なくなったと思います。 

何からエネルギーを得たらよいか、国民一人一人が考え、選択しなければなりません。

もっと積極的にコミュニティーづくりや国政にかかわっていかなければならないことも実感

しているでしょう。 

人々の気持ちに変化が起こり、それに従ってライフスタイルも変わっていきます。業界

の既成の常識を、一度疑ってみてはいかがでしょうか。ますます、生活者の視点に立っ

て、アプローチしていくことが重要になってくると思います。 

従って、活路は、行動だと思います。すでに、経済産業省をはじめ、いろいろな方面の

専門家の方々から、ビジョンや方策は提案されているのではないでしょうか。方針、戦略

を決めて、実行あるのみだと思います。 

 

――今後の協議会活動の方向性や具体的な取り組み等について、ご意見・ご提案が

ありましたらお聞かせください。 

清水清水清水清水 厳しい状況にあって、一企業の努力だけでは限界があり、できないこともあります。

横のつながりがますます必要となってきます。協議会の果たす役割は大きいと思いま

す。 

私は、繊維産業の厳しい状況にあって、工場を継承したり、工場などで活躍する若者

をサポートしていくことが必要と考えており、実行に移すべく準備をしています。若者をご

紹介いただくなど、ご協力をいただければ幸いです。 

早坂早坂早坂早坂 もっと定期的に意見を交わす場を設けて、ポジティブな視点での具体策を具現

化していくことを望みます。単なる情報交換でなく、実際の現場で収益性に結び付くまで

の実績を本活動を通じてぜひとも得ていきましょう。 

 また、一般企業との連携や、他産業を含めた和文化事業をビジネスに連携させる視点

も必要です。アイデアと人脈次第で多くのことが可能になると思います。まずは、年間プ

ランとスケジュールを立てて、活動してはいかがでしょうか。 

笹島笹島笹島笹島 医学会や文化活動を行っている業界が一体となってシンポジウムを持つこと、ま

た日本文化としてシルクや着物文化を学校教育に組み込んでいく体制づくりが望まれま

す。 
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【プロフィール】 

 

①学歴  昭和５１年３月 岐阜県立岐阜高等学校 卒業 

     昭和５２年４月 京都大学工学部高分子学科 入学 

     昭和５６年３月 同上 卒業 

     昭和５６年４月 京都大学大学院工学研究科 入学 

     昭和５８年４月 同上 博士課程  

     昭和６１年３月 同上 修了 

 

②学位  京都大学工学博士 平成元年３月 

 

③職歴  昭和６２年４月 日本合成ゴム株式会社（現 JSR） 東京研究所 

     平成元年 ４月 同上 筑波研究所 

     平成３年１０月〜平成５年９月 

             米国ウィスコンシン州立大学客員研究員 

     平成７年 ４月 農林水産省 蚕糸・昆虫農業技術研究所 

             機能開発部 生体機能模倣研究室 主任研究官 

     平成８年１０月 同上 室長 

     平成１３年４月 独立行政法人 農業生物資源研究所 

             昆虫新素材開発研究グループ生体機能模倣研究チーム チーム長 

     平成１８年４月 独立行政法人 農業生物資源研究所 

             昆虫科学研究領域 絹タンパク素材開発ユニット ユニット長 

     平成２３年４月 独立行政法人 農業生物資源研究所 

             遺伝子組換え研究センター  

             新機能素材研究開発ユニット ユニット長 

現在に至る 

協議会“新加入”顧問のご紹介 

～シルクの新たな産業化に向け～ 

シルクの新たな利用に関する研究者が顧問に仲間入り！ 

 

協議会では、活動をさらに推進するため、自治体会員および協賛団体、加え

てシルクに関する様々な分野の学識経験者の方を顧問として勧誘する等、組織

の拡大に努めています。 

このたび、ファッションやテキスタイル分野ではなく、織物としてではない

シルクの新たな利用に関する研究開発分野でご活躍されている研究機関の方に、

昨年の 10 月より顧問にご就任いただきましたのでご紹介いたします。 

 

独立行政法人 農業生物資源研究所 
遺伝子組換え研究センター 

新機能素材研究開発ユニット長 
 

玉田
た ま だ

 靖
やすし

 氏（工学博士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顧問に聞く！ 
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繊維用途以外でのシルクの新たな利用に向けた研究開発を進める玉田さんに、

シルクに対する考えや研究開発の内容等について伺いました。 

 

 

 

 

――「シルク」という素材について、どのように捉えられていますか？ 

玉田玉田玉田玉田 シルクという文字から来るイメージは、着物やドレスに使用される高級繊維でした。

しかし、シルクを使った研究を始めてみると、それに加えて、とても優れた天然素材(原

料)であると思います。天然素材は、セルロース、キチン・キトサン、ケラチンなど多くありま

すが、純粋に近いタンパク質素材として生産され、さらに繭という形で体外に蓄積される

ものはシルクしかありません。素材として精製し種々の材料に加工することを考えると、極

めて有用な天然素材であると思います。 

 

――シルクの新たな利用の可能性について、どのような考えをお持ちですか？また、

シルクは今後、どのように活用するのが良いと思われますか？展望についてもお聞

かせください。 

玉田玉田玉田玉田    シルクの新たな利用を考える場合、繊維としての活用とともにタンパク質材料の原

料として考えると、その利用は格段に広がると考えています。繊維としての活用において

も、衣料用途を越えて、生活資材ではランプフードや布団、医療分野では手術用縫合

糸に加え、最近ではシルク繊維を組み編みによりチューブを作製し人工血管としての利

用研究が進められているように、まだ応用が広がるかもしれません。材料としての利用を

考える場合、多様な形状への加工が必要となります。シルクタンパク質は、カイコの体内

では水溶液として合成され蓄積されていますが、一旦、繭を作り始めると、カイコの吐糸

口から紡糸された後には、水に溶けない繊維材料に変化しています。また、この変化に

は化学反応は必要なく、常温常圧で進みます。この性質は、シルクタンパク質材料を、

水を溶媒として、化学反応を使用せず、常温常圧で加工できることを示しており、多くの

石油化学製品が、有機溶媒を溶媒として、高温高圧下で材料を製造することと対局を

なします。太陽と水と二酸化炭素により成長した桑のアミノ酸を原料として、カイコはシル

クタンパク質を生産し、その原料を低エネルギー・低環境負荷で加工して、材料を作ると

いうシステムができれば、持続性社会の構築に少しでも寄与することが期待されます。

残念ながら、現在世の中にある材料の持つすべての物性や機能を有する材料をシルク

から作製することは、現状では困難であると思います。しかし、それらの一部でも代替利

用ができれば、シルクの利用分野が格段に広がると思います。われわれを含めシルク材

料の利用研究は、医療用材料や香粧用材料を指向した研究が精力的に進められてい

ます。これは、原料コストという経済的な制約もありますが、シルク材料がこれらの用途に

対し優れた特性を有する可能性が高いことが分かりつつあるからだと思います。医療分

野や香粧分野での利用を広げ、シルク材料利用の足場を作り、その間に工学的な機能

性（光、電気、熱など）の特性を探索して、より広い産業分野への展開を図るのも一つの

戦略かと思います。    
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写真１ 硫酸化シルクフィブロイン 

写真２ シルクフィブロインスポンジ 

――「シルク」という素材を研究するきっかけになったのは何ですか？また、シルクの

新たな利用に向けた研究開発の内容について教えてください。加えて、試作品等が

あれば、ご紹介いただけますか？    

玉田玉田玉田玉田    今から１５年程前に、現在の研究所（当時

は、蚕糸・昆虫農業技術研究所の組織名でし

た）に入り、シルクに直接的に接したのがきっかけ

です。研究所では、素材としてのシルク材料の研

究も進められており、繊維のみではなく素材とし

ての利用の可能性も高いと感じました。自分自

身のそれまでの専門が、バイオマテリアル（医療

用材料）開発であったこともあり、医療分野へもっ

と利用出来ないかとの思いで研究を開始しました。

シルクタンパク質の持つ構造に着目して、化学的

に硫酸基を導入することを試みました（写真１）。

硫酸基をもつ分子は生体において、多様な生理

活性を発揮しますので、シルクへの生理活性付

与を目的としたものです。作出した硫酸化シルクは、血液を固めない性質があることが分

かりました。また、聖マリアンナ医科大

学の中島教授（当時は鹿児島大学）と

の共同で、硫酸化シルクが抗 HIV 活性

を発現することも分かりました。また、

新しいシルク多孔質体（スポンジ）の作

製プロセスを見出し、従来のプロセスで

は困難な強度と弾性を有する高含水

率のスポンジの作製が可能であること

が分かりました（写真２）。スポンジ構造

体は、再生医療における細胞や組織

の足場材料として有望であると考え、

京都大学の富田教授と関節軟骨再生材料としての利用を目指した研究を開始しました。

シルクスポンジを用いることで、良好な関節軟骨の再生を促すことが出来ることが分かり、

現在、臨床実用化へ向けての検討を進めています。 

 

――シルクの新たな利用に向けた研究開発に関し、他の研究者等が取り組んでいる

ことで注目しているものはありますか？ 

玉田玉田玉田玉田    先にも述べましたが、シルク素材の利用研究の多くは、医療用材料開発が目的と

なっています。一方で、光学や電子素子等の機能性材料としての研究例も報告されて

います。例えば、台湾のグループは、シルクタンパク質を電界効果型トランジスタ（FET）

の絶縁材料としての利用研究を報告し、また米国のグループは、光導波路や光学材料

としてのシルク材料の利用研究を報告しています。また、室蘭工業大学の平井教授らは
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写真３ シルクフィブロイン樹脂 

われわれと、シルクの樹脂化と電気特性研究を

行い、エポキシ樹脂に匹敵する強度をもつ樹脂

であり、高周波数領域での優れた誘電特性や

熱伝導性を見出し、電子材料としての利用研究

を進めています（写真３）。新たなシルク材料の

利用展開への期待を込めて、このような研究を

興味深く注目しています。 

 

 

――シルクの繊維や織物としての利用については、どのようにお考えですか？また、

シルク繊維や織物需要の増加を図る上で、研究者の立場からご意見やアドバイスが

あればお聞かせください。 

玉田玉田玉田玉田 繊維の女王であるシルクは、繊維や織物としての利用は第一に考えるものと思い

ます。未だ、シルクの持つ光沢や風合い、肌触りや感触を越える繊維や織物はないと聞

きます。これらの素晴らしさは、多分多くの皆さんは認識していると思います。一方で、高

い、扱いにくい、変色する、洗濯が難しい、等の不利なイメージもあるため、なかなか一

般に普及しないのかもしれません。価格は、なかなか研究者が解決できる問題ではあり

ませんが、物性や機能性に関しては、ある程度貢献出来るのではと思います。前述の欠

点の解決も一つですし、価格に見合う付加価値を付けることも考えられます。シルクは、

生体に優しいと良く耳にしますが、多くは経験的なものからで、科学的に証明する研究は

少ないと思います。シルクの生体に与える効果や作用について、科学的なデータを蓄積

するのは研究者の役目だと思います。最近、遺伝子組換えカイコ技術が開発され、

種々の機能性を付与した高機能シルクの作出も夢ではなくなりました。この技術を駆使

して、シルク本来の持つ特徴を損なうことなく、適切な機能性を付与する研究も役に立

つかもしれません。養蚕、製糸、織物、デザイナーそして研究者による協同作業が重要

かもしれません。 

 

――今後の協議会活動の方向性や具体的な取り組み等について、ご意見・ご提案が

あればお聞かせください。 

玉田玉田玉田玉田 専門や地域という蛸壺に入ってしまうと、新しい発想がなかなか生まれないと思い

ます。いろいろな分野、地域、職種、専門、立場の方々の架け橋になることも重要では

ないかと思います。そのためには、セミナー・研究会や見学会、フェアや展示会等を、地

域を越えて企画されるのも良いかと思います。 

情報誌№2 夏号と今回の№3 春号の 2 回にわたり、10 名の全顧問の方々をご紹

介しました。 

情報誌でご披露いただいた見識やご助言は、協議会関係者のみならず、シルクに

関わるお仕事をされている方々にも大変参考になると思います。 

協議会では、今後もこのようなかたちでシルクに関する学識経験者の知識を共有

し、関係者の多角的な連携や新たな産業創出等につなげていきたいと考えています。 

ご協力いただいた顧問の皆さん、ありがとうございました。 



新加入会員自治体のご紹介

⑴面積 171.61㎢（平23.12.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

48,014人
60.5%

79,410人

3
次

　小山市の東部、鬼怒川に面した農村は、
かつて桑村、絹村と呼ばれていたように、古
くから養蚕の盛んな地域で、たくさんの蚕を
飼って繭を生産してきました。
　本場結城紬の紬糸には、現在上繭が使用
されていますが、もともとは養蚕の過程に出
る玉繭やくず繭など、生糸として売り物にな
らない繭を真綿にし、糸をつむいで織物にし
ていました。庶民の知恵の結晶である本場
結城紬は、軽くて温かくてしかも丈夫な織物
として人々に愛用されてきました。

32.6%
53,502人

昭和29.3.31小山町・大谷村合併（市制施行）
昭和38.4.18間々田町・美田村と合併
昭和40.9.30桑絹町と合併

17,443人

20,426人
38.2%

4,099人
5.2%

25,996人
32.7%

17国調
就業人口
45国調

区
分

　昭和31年、国の重要無形文化財に指定されて、誰もが認める高級織物になっ
た本場結城紬ではありますが、現在は人々のライフスタイルの変化と長引く景気
の低迷により、その生産反数はピーク時の10分の１以下に落ち込んでいます。
　平成22年11月にユネスコ無形文化遺産に登録され、名実ともに世界の「宝」と
なった本場結城紬の伝統技術を守っていくために、市では生産反数の増加と後
継者育成を目標に、今後は着物の着用推進に加えて、洋装での着用をすすめる
など、消費拡大につながる施策を展開していきたいと考えています。

2
次

平23.12.1現在
15,592 57,225 62,844 63,724

1
次

15,610人
29.2%

18.8%65歳以上人口比率（22国調）
83,455

35国調 17国調 22国調

　昨年の10月より新たに加入いただいたのは、結城紬の生産地である栃
木県の小山市です。今回、小山市の概要およびシルクとの関わりについ
てご紹介いたします。

～協議会に新たな自治体の仲間が加わりました！～

160,150 164,454 164,651
35国調 17国調 22国調 平23.12.1現在

就業人口

　　　　概要概要概要概要

小山市中央町１－１－１
〒323-8686☎0285-23-1111
http://www.city.oyama.tochigi.jp/

栃木県小山市

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

▲ 本場結城紬　地機織り

   13



会員自治体の情報【茨城県結城市】

　茨城県では，結城紬の魅力を多くの人

に知ってもらうため，8月27日から10月2

日にかけて，県立歴史館において結城紬

の企画展示が開催されました。

　反物やきものはもちろん，結城紬製作

のための道具や材料の展示，実演と体験

による製作工程の紹介のほか，展示解説

員のギャラリートークにより，結城紬の

素晴らしさを伝えました。9月24日には

本場結城紬卸商協同組合奥澤順理事長に

よる「結城紬の魅力」と題した講演も行

われました。

　普段着と言われてきた紬を，現皇后様

が公の場で着用されたことなどを例に，

“究極のおしゃれ着”としての結城紬の

魅力などが語られました。

　親から子へと三代受け継がれる“結城

紬を着る喜び”は最高のものとのお話で

した。

（左）上から絣くくりの実演，奥澤さんによる講演，展示解説
員による解説。（右）手つむぎ，絣くくり，地機織りの実演と
体験の様子。

　左から，海外旅行，女子会，歌舞伎鑑賞での結城紬の着こなしの例。紬は普段着というイメージにとらわれない，ま
さに「究極のおしゃれ着」としての，結城紬の新たな旅立ちと言えるでしょう。

　　　　

結城紬　ユネスコ無形文化遺産登録記念事業

　2010年11月16日に結城紬がユネスコ無形文化遺産へ登録されたことを記念して，結城市で
は，11月6日(日)，市民文化センターアクロスにおいて，記念式典が盛大に挙行されました。
　ゲストには女優の檀ふみさんが出演し，きものジャーナリストの中谷比佐子さん，本場結城
紬染織資料館「手緒里」館長の奥澤武治さんを交えて，「結城紬　新たな旅立ち」をテーマに
トークショーが行われました。
　また，様々な場面での結城紬の着こなしがファッションショーの形で提案され，“お茶席”
や“海外旅行”“女子会”“歌舞伎鑑賞”などの舞台が，きもの姿のモデルとともに舞台に再
現されました。
　結城紬は持っているけれど箪笥に眠ったまま。そういった方に，少しでも着る機会を見つけ
ていただけたら幸いです。

記念式典・トークショー
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会員自治体の情報【茨城県結城市】

　

　【　【　【　【おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】 結城市商工観光課結城市商工観光課結城市商工観光課結城市商工観光課　　　　℡℡℡℡：：：：0296029602960296----34343434----0421042104210421

ホームページホームページホームページホームページ：：：：httphttphttphttp://://://://wwwwwwwwwwww....citycitycitycity....yukiyukiyukiyuki....lglglglg....jpjpjpjp////indexindexindexindex....htmlhtmlhtmlhtml

　　　　
　今年で3回目となる，きものの祭典，「きものday結城」が11月12日(土)・13日(日)の二日
間にわたって開催されました。参加者は自分でお持ちの思い思いのきものを着て，また，レ
ンタルの希望者は本場結城紬の着心地を味わいながら，結城の街並みを散策しました。
　二日間で約300名のきもの姿の人々が小路を行き交い，まちが華やぎました。

　市街地のイベントとしては，昨年好評だった人力車を今回は二台用意し，より多くの方に
乗車を楽しんでいただきました。
　重要無形文化財の本場結城紬の展示をはじめ，桐製品やまゆ工芸品の展示・販売も行われ
ました。同会場では，散策の足休めにもぴったりのお茶席を設け，琴の演奏とともに和の文
化を味わっていただきました。
　このほか，見世蔵や空き店舗を利用した，結城紬のプチがま口づくりや缶バッチづくりな
どのワークショップも行われ，まちなかにも賑わいを見せました。

　両日とも，メインイベントとして，結城紬の反物や桐箪笥な
どの豪華な結城市の特産品が当たる抽選会が行われ，大盛況の
うちに締めくくられました。
　参加者の皆さんに印象に残ったことを訊いたところ，「なか
なか着ることのできない本場結城紬を着せてもらって良かっ
た」，「結城紬の製作方法を知り，大変だと思った」など，多
くのご意見をいただきました。
　きものそのものに触れる機会が少なくなってしまった今日で
すが，実際に袖を通し，そして，その伝統工芸の技術を知って
もらうことで，日本が誇る伝統を守り続けていくことにつなが
ると確信しています。

きものをきものをきものをきものを着着着着てててて結城結城結城結城のののの街並街並街並街並みみみみ散策散策散策散策

結城紬の端切れで小物づくり

問屋街を人力車が走り抜ける

大いに盛り上がった抽選会

　
　抽選会の会場にもなった，結城市民情報センターでは，「結城紬
ウィーク」として「蔵ざらい市」や，本場結城紬デザインコンクー
ル，本場結城紬作品展のほか，全国公設試テキスタイルデザイン巡回
展示など，盛りだくさんのイベントが行われました。また，今年は，
きものコーディネーターの中谷比佐子さんなどによる講演や「結城検
定」も好評でした。
　さらに，蔵ざらい市では反物を購入した方に，結城紬のユネスコ無
形文化遺産登録を記念して，結城市金券のプレゼントも。結城紬を手
に入れたいと思っていた方には，絶好の購入の機会となったことで
しょう。

結城紬結城紬結城紬結城紬ウィークウィークウィークウィーク
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栃木県小山市栃木県小山市栃木県小山市栃木県小山市        
    

本場本場本場本場結城紬結城紬結城紬結城紬 ユネスコユネスコユネスコユネスコ無形文化遺産登録無形文化遺産登録無形文化遺産登録無形文化遺産登録１１１１周年記念事業開催周年記念事業開催周年記念事業開催周年記念事業開催 

結城紬が平成２２年１１月１６日にユネスコ無形文化遺産に登録されたことを記

念して、産地小山市では栃木県と共催で平成２３年１２月４日(日) 小山グランドホ

テルにて本場結城紬ユネスコ無形文化遺産登録１周年記念事業を行いました。 

当日は 1,200 名ものたくさんの来場者が訪れ、本場結城紬パレードやファッション

ショーなどの様々な催しを通じて、本場結城紬のすばらしさを実感していただくこと

ができました。 

 １２月４日(日)晴天の下、世界の宝となった「本場結城紬」一色に染まった小山市

の一日をご紹介いたします。 

 

 

 朝９時に小山駅東口から大型バスでお隣の同じ 

結城紬の産地である「茨城県結城市」にある「つむ 

ぎの館」に向かい、機織り･染色体験。小山市に戻っ 

て「本場結城紬パレード」を沿道で応援、写真撮影 

などを楽しんだ後は市立博物館で開催中の結城紬企 

画展を見学し、最後に小山グランドホテルで行われ 

た記念事業に合流という盛沢山の内容。県外からも 

沢山の方が参加してくださいました。 

 

 

約８０名の参加者が、市役所から約５

分のところにある須賀神社で記念写真を

撮った後、須賀神社の参道から小山駅近

くのまちの駅｢思季彩館｣までの約７００

メートルを自慢の本場結城紬を身にまと

って練り歩きました。沿道には、地元自

治会の方々やパレード参加者のご家族な

ど、沢山の見学者が訪れ、華やかで賑や 

かなパレードとなりました。 

終点のまちの駅で甘酒のサー

ビスを楽しんだ後は、記念事業

に参加するため全員で小山グ

ランドホテルに向かいました。 

〒323-8686 小山市中央町１－１－１ 
http://www.city.oyama.tochigi.jp/ 

｢｢｢｢本場結城紬本場結城紬本場結城紬本場結城紬のふるさとをのふるさとをのふるさとをのふるさとを訪訪訪訪ねてねてねてねて｣｣｣｣バスツアーバスツアーバスツアーバスツアー    

本場結城紬本場結城紬本場結城紬本場結城紬パレードパレードパレードパレード    
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        午後２時から記念式典が行われ、主催者･知事･来賓挨拶の他、本場

結城紬の生産者へ感謝状の贈呈、地元の小学生による作文や生産者代表による結城

紬への誓いの発表等がありました。 

         式典に引き続き、女優 島田陽子さんによるトークショーがあり

ました。タイトルは～本場結城紬に魅せられて～。着物に関するエピソードやご自

身の本場結城紬との出会いなどを、時には会場の笑いを誘いながら、面白おかしく

語ってくださいました。 

 

 トークショーに続いて行われた、市内在住のデザイナー 坂口美智子さんプロデュ

ースによる本場結城紬ファッションショーでは、１３５名の応募者の中から選ばれた

３５名の素人モデルの皆さんが、着物の他、本場結城紬を使用したカジュアルウエア 

やドレスを着こなし、スポットライトを浴びながらプロさながらのウォーキングを見

せて会場を沸かせていました。ショーのラストで、市内在住のタレント 2010 準ミス

日本の本田恭子さんが、本場結城紬の白無地でつくったウエディングドレス姿で登場

すると、会場からはその美しさにため息が聞こえてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、午前１１時から本場結城紬卸商協同組合と地元の呉服店の協力を得て行わ

れた本場結城紬の展示即売会では、約８００名の方が普段はあまり見ることのできな

い沢山の「本場結城紬」を間近で見てその魅力に酔いしれました。この即売会を目当

てに遠方から訪れた方も大勢いらっしゃいました。また、本場結城紬の地機織りや糸

つむぎの実演コーナーのまわりでも、その匠の技に人だかりができていました。 

そんな中、地元大学の茶道サークルによる「呈茶席」では、喧騒を離れてほっと一

息つく人たちが、静かな時間の流れを楽しんでいらっしゃいました。 

会場となったホテルの中はとにかく沢山の人であふれていて、ショーが行われた会

場内は席に座れなかった人たちが何重にもなって立ち見をされていました。 

このイベントを通して、改めて多くの方に本場結城紬の魅力を発見していただけた

と思います。今後のシルク関連の様々な産業の発展を願って、今後も世界の「宝」で

ある本場結城紬の振興策に取り組んでいきたいと思います。 

【お問い合わせ先】 小山市工業振興課 TEL：0285-22-9399 

本場結城紬展示即売会本場結城紬展示即売会本場結城紬展示即売会本場結城紬展示即売会    本場結城紬本場結城紬本場結城紬本場結城紬    地機織地機織地機織地機織りりりり・・・・糸糸糸糸つむぎつむぎつむぎつむぎ実演実演実演実演    

記念式典記念式典記念式典記念式典    

呈茶席呈茶席呈茶席呈茶席    

トークショートークショートークショートークショー    

本場結城紬本場結城紬本場結城紬本場結城紬ファッションショーファッションショーファッションショーファッションショー    
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 世界遺産登録世界遺産登録世界遺産登録世界遺産登録をめざすをめざすをめざすをめざす群群群群

馬県富岡市馬県富岡市馬県富岡市馬県富岡市でででで、、、、10101010 月月月月 5555 日日日日かかかか

らららら 11111111 月月月月 6666 日日日日までまでまでまで、、、、富岡製糸富岡製糸富岡製糸富岡製糸

場場場場とととと「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」展展展展がががが開催開催開催開催されされされされ

ましたましたましたました。。。。会期中会期中会期中会期中のののの富岡富岡富岡富岡製糸製糸製糸製糸

場場場場ににににはははは、、、、約約約約 42,00042,00042,00042,000 人人人人のののの方方方方がががが

訪訪訪訪れれれれるるるるななななどどどど、、、、大変大変大変大変なななな賑賑賑賑わいわいわいわい

ををををみみみみせせせせままままししししたたたた。。。。    
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繭繭繭繭にににに新新新新しいしいしいしい命命命命をををを吹吹吹吹きききき込込込込むむむむ    

「花まゆ」の制作には、多くの繭の確保が大前提となりましたが、酒井

さんは、入手のしやすかったくず繭（美しい生糸を繰るために取り除かれ

た繭、形のゆがんだ繭、病気で汚れた繭、穴のあいた繭など）と出会い

ました。生糸になれなかった繭に新しい命を吹き込みたいという酒井さん

の願いが込められて、作品の多くにくず繭が利用されています。 

    

イベントイベントイベントイベント紹介紹介紹介紹介            

富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場とととと「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」展展展展――――繭繭繭繭からからからから生生生生まれたまれたまれたまれた花花花花    

群馬県富岡市群馬県富岡市群馬県富岡市群馬県富岡市    

「花まゆ」は、カイコがつくった繭の自然な形をそのまま表現し、かつ繭

を生かす花を作りたいと、酒井登巳子さんによって、1988 年に考案され

ました。もともと造花活動を展開していた酒井さんは、養蚕農家から依頼

を受けて繭を持ち込んだ生徒さんから「繭を使って何かできないでしょう

か」と言われたのが、きっかけとなり、繭を新しい素材として取り入れるこ

とにしました。 

「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」のののの誕生誕生誕生誕生のきっかけのきっかけのきっかけのきっかけ    

 

富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場    

東繭倉庫東繭倉庫東繭倉庫東繭倉庫内内内内    

 

富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場とととと「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」展展展展――――繭繭繭繭からからからから生生生生まれたまれたまれたまれた花花花花            

 

「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」とはとはとはとは    

先駆者先駆者先駆者先駆者であるであるであるである酒井登巳酒井登巳酒井登巳酒井登巳

子子子子さんによってさんによってさんによってさんによって、、、、繭繭繭繭ならならならなら

ではのではのではのではの自然自然自然自然なななな美美美美しさをいしさをいしさをいしさをい

かしてかしてかしてかして、、、、作作作作りりりり出出出出されたされたされたされた独独独独

特特特特のののの花花花花のののの工芸品工芸品工芸品工芸品。。。。すべてすべてすべてすべて

日本日本日本日本のののの繭繭繭繭がががが使用使用使用使用されていされていされていされてい

るるるる。。。。花花花花びらびらびらびら、、、、花芯花芯花芯花芯、、、、がががが

くくくく、、、、葉葉葉葉のすべてがのすべてがのすべてがのすべてが手作業手作業手作業手作業

によってによってによってによって、、、、作作作作りりりり手手手手のののの指先指先指先指先

だけのだけのだけのだけの繊細繊細繊細繊細なななな作業作業作業作業によっによっによっによっ

てててて生生生生みみみみ出出出出されるされるされるされる。。。。    

 

日本日本日本日本のののの近代製糸業発祥近代製糸業発祥近代製糸業発祥近代製糸業発祥のののの地地地地    富岡富岡富岡富岡でででで「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」展展展展    

 

明治５年創業の富岡製糸場は、日

本が世界に誇る歴史的な産業遺産で

す。今回の展示会は「花まゆ」を通し

て、富岡製糸場と国産繭の素晴らしさ

を多くの方にふれていただきたいと東

繭倉庫を会場にして開催されました。

会期の初日には、テープカットなどの 

日本の繭にこだわり、「花まゆ」の積極的な作品制作を展開してきまし

た。そして、「花まゆ」は、国内だけでなく、上海やワシントンなど海外から

も大きな注目を集めるようになり、日本の繭の美しさを発信しています。 

 

日本日本日本日本のののの繭繭繭繭のののの美美美美しさをしさをしさをしさを海外海外海外海外へへへへ発信発信発信発信    



会員自治体の情報【群馬県富岡市】 
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富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場のののの世界遺産登録世界遺産登録世界遺産登録世界遺産登録にににに向向向向けてけてけてけて    

富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場    

    見学見学見学見学時間時間時間時間        午前午前午前午前 9999 時時時時～～～～午後午後午後午後 5555 時時時時    

休休休休    場場場場    日日日日     12 12 12 12 月月月月 29292929 日日日日～～～～12121212 月月月月 31313131 日日日日    

おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

群馬県富岡市富岡群馬県富岡市富岡群馬県富岡市富岡群馬県富岡市富岡 1111 番地番地番地番地１１１１    

Tel: 0274Tel: 0274Tel: 0274Tel: 0274----64646464----0005  Fax: 02740005  Fax: 02740005  Fax: 02740005  Fax: 0274----64646464----3181318131813181    

 

富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場とととと「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ展展展展」」」」    －－－－繭繭繭繭からからからから生生生生まれたまれたまれたまれた花花花花    

    富岡製糸場の東繭倉庫を会場に、2010 年の上海万博のジャパンデーに日本館とレセプション会

場や駐米日本大使館ワシントン日本広報文化センター・ギャラリーを飾った作品など全 16点を展

示。写真の作品は総勢 500 人によって、一枝一枝ずつ寄せ合わせて制作された「希望の花」。 

オープニング・セレモニーや酒井さんによるギャラリー・トークが行われ、「花まゆ」に込められた日本の

シルクへの熱い思いをじっくりと聞き入る光景がみられました。また会期中は、お客様が会場に入った

途端に、「わぁ、きれい！」と感動の声がこだまし、すぐさま、作品の花のひとつひとつがすべて繭から

出来上がっていることに驚嘆の声があがる光景がいつもみられました。さらに、毎週日曜日には、ワー

クショップ「花まゆ」体験が行われました。子どもから大人まで多くの方々に楽しく、コサージュづくりを

体験していただきました。 

 

富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場富岡製糸場とととと「「「「花花花花まゆまゆまゆまゆ」」」」展展展展――――繭繭繭繭からからからから生生生生まれたまれたまれたまれた花花花花             

 

富岡市では、群馬県や県内の関係市町とともに

富岡製糸場の世界遺産登録をめざして、事業を展

開しています。今後も多くの方々に足を運んでいた

だき、富岡製糸場の魅力を発信し、日本のシルクの

素晴らしさにふれていただきたいと考えております。    

富岡製糸場と「花まゆ」展の会期中の富岡製糸場

には、全国各地から 約 42,000 人の方々に来場して

いただくなど、展示会は、大きな賑わいをみせまし

た。 

今後とも、富岡製糸場の世界遺産登録の推進に

ご理解・ご協力を賜りたく、よろしくお願いいたしま

す。 



会員自治体の情報【新潟県十日町市】 
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中学１年生を対象に「和装教育事業」を実施 

 

 十日町市の伝統産業である織物の歴史や和装文化を学ぶことにより、郷土に愛着と誇り

を持つ生徒を育成することなどを目的に、平成 22年度から「和装教育事業」に取り組んで

います。 

 この事業は、十日町織物工業協同組合が事業主体となり、市内の全中学校（10校）の 1

年生を対象に実施しています。内容は、１時限目に着物の一般知識（変遷・種類・工程な

ど）や十日町産地の歴史などについて、織物組合が作成した副読本にそって学習します。

２時限目は着付け体験を中心として授業が進められています。 

参加した生徒の感想からは、和装教育事業の大切さを感じることができます。 

 

 

「ゆかたは着たことがあるけ

ど、着物を着たのは初めて。着

るためにたくさんの小物が必要

で大変だと思ったけど、すごく

きれいで楽しかった。成人式に

は振袖を着てみたい。」 

（女子生徒） 

 

 

 

 

 

 

「初めて着物を着た。少し歩

きづらかったけど温かくて気

持ちがよかった。（きもの姿

の）自分が大人に感じたし、

カッコいいと思った。」 

（男子生徒） 

 

【お問い合わせ先】 十日町市産業振興課 ℡：０２５－７５７－３１３９ 



会員自治体の情報【京都府宮津市】 
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【きものパレード】 

【きものファッションショー】 

 

 

 

 

 

 秋の天橋立の一大イベントである「丹後きものまつり in 天橋立」が、天橋立一帯

を舞台に、老若男女、市内外を問わず 1,000 名の参加者により今年も盛大に開催され

ました。 

 

このイベントは、普段着用する機会の少ない着物を着

る機会を創り、丹後の特産品である「丹後ちりめん」と

天橋立観光の振興のために、丹後織物工業組合や行政、

地元観光業者等とで実行委員会を組織し、例年、10 月の

第 3 日曜日に日本三景の一つ「天橋立」を舞台に開催し

ており、秋の天橋立が色とりどりの着物で彩られます。

参加定員は 1,000 名ですが、着物を着るには絶好の気候

で、また、観光地である日本三景天橋立が舞台というこ

ともあり、毎年その数を超える申込をいただき、盛大な

人気を博しています。 

 

 

 開催 12 回目に当たる今回は、平成 23 年 10 月

16 日（日）に開催し、天候にも恵まれたことも

あり、参加者 1,000 名が色とりどりの着物を着

用し、秋の天橋立の散策を楽しまれました。イ

ベントの内容としては、海外旅行等の豪華景品

が当たる大抽選会や、きものファッションショ

ーなどを開催しました。また、今年から初めて

の取り組みとして、着物着用者が一斉に行進す

る「きものパレード」を催しました。これによ

り、観光客の方にも着物の良さ、また「丹後ち 

りめん」の良さについて認識していただけたものと感じております。 

さらには、特別ゲストの天橋立の絶景を眺めることのできる「傘松公園」のゆるキ

ャラである「かさぼう」も登場し、参加者の方を和ませていました。 

 

 参加者は、友人、家族、カップルなど様々で、お互いに

写真を撮りあったりしながら思い思いの秋の楽しい 1日を

過ごされておられました。 

 どの方もとびきりの笑顔で、心から楽しんでいただき、

また、着物の良さについても再認識していただけたものと

確信できる 1 日となりました。 

【お問い合わせ先】 宮津市産業振興室商工観光係 ℡:0772－45－1625 
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シルク文化をもう一度見直し、また「きもの」を衣文化の象徴として受け継いできた日本のア

イデンティティを、絹織物の大産地である京丹後市から発信することにより、シルク文化を次世

代に継承する足がかりとするため、「シルクファッションフェスティバル」を企画・開催しまし

た。 

第１部シルクフォーラムの前編では、女優・とよた真帆さんとテレビでおなじみのジェフ・バ

ーグランドさんによる和装文化対談、後編ではシルクが大好きなゲスト５人による、言いたい放

題「シルク文化」交流座談会を行いました。 

第２部はシルク・ファッションショー。きものはカジュアルからフォーマル、おしゃれ着

など、生活の中でいろいろな姿を見せてくれます。このショーでは、参加する方のきものと

の関わりやエピソードを交えて、とっておきのコーディネート･スタイルを披露していただき

ました。 

絹製品展示会では、京都工芸繊維大学、丹後織物工業組合、ﾃﾞｨｰｽﾞﾌｧｯｼｮﾝ専門学校、京都

造形芸術大学、上田安子服飾専門学校、東洋きもの専門学校、網野機業組合による、シルク

を取り入れた新たな試みの作品や丹後産地との連携事業作品の展示を行ったほか、京丹後市

文化協会による「もてなし茶席」で、来場者の皆さんのおもてなしも行いました。 

 

■開 催 日  平成２３年１１月３日（木・祝） 

■会 場  京都府丹後文化会館 

■参加者数  １，０４８人 

■来場者数    ７４５人 

■出 典 数  展示作品数３１ 

 ■主 催  文化庁、京都府、京都府教育委員会、 

京丹後市、京丹後市教育委員会、 

第 26 回国民文化祭京都府実行委員会、 

第 26 回国民文化祭京丹後市実行委員会 

 

～～～～～～～～ 絹絹絹絹絹絹絹絹
シルク

はははははははは人人人人人人人人間間間間間間間間
ひ と

をををををををを包包包包包包包包みみみみみみみみ、、、、、、、、人人人人人人人人間間間間間間間間
ひ と

がががががががが 絹絹絹絹絹絹絹絹
シルク

をををををををを纏纏纏纏纏纏纏纏
まと

うううううううう        そそそそそそそそここここここここかかかかかかかからららららららら新新新新新新新新たたたたたたたたなななななななな 絹絹絹絹絹絹絹絹
シルク

文文文文文文文文化化化化化化化化がががががががが創創創創創創創創
はじ

ままままままままりりりりりりりりまままままままますすすすすすすす～～～～～～～～        

開催趣旨開催趣旨開催趣旨開催趣旨・・・・状況状況状況状況    

京都府京丹後市 
 

▲ジェフ・バーグランドさん(左)と、とよた真帆さん ▲華やかなファッションショーのフィナーレ 



会員自治体の情報【京都府京丹後市】 

 23 

 

   
▲「ちりめん衣装」のよさこい踊り       ▲思わず熱弁、交流座談会            ▲ファッションショーでの艶やかな着こなし 

 

   
▲シルクがこんな形に。絹製品展示会       ▲好天のもと、「もてなし茶席」で一服     ▲「きもの無料レンタル」「きもの無料着付け」 

 

 

 

京友禅の絵師から指導を受け、自作の友禅絵柄を反映させたきものを作るなど、和装への

関心が高いとよた真帆さんと、日本人以上に日本の文化を愛する外国人の一人であるジェ

フ・バーグランドさんによるトークショーでは、日本文化と和装との美的・機能的な類似点

や特長、また最先端のファッションと和装との接点など、きものを中心に「絹」を交えた文

化論を展開していただきました。 

生活様式の変化などとともに、きもの離れが進み、シルクを代表素材とする丹後ちりめん

の生産高は激減しています。日本文化の象徴と称され、日本人の人生の節目を彩ってきたき

ものをこのまま見捨てていいのか、培ってきた伝統を断ち切っていいのか。交流座談会では、

きものはハレのものという意識から脱し、おしゃれ着として日常に浸透させるべきなど、シ

ルク文化を次世代に伝えていくための、重要な問題提起がなされました。 

きものは日本人、特に女性の美しくありたい願望の表現手段として、他に類を見ない個性

を発揮できる衣裳ですが、このまま放置すると限りなく非日常的なものになっていくと考え

られます。シルク・ファッションショーでは、絹織物産地みずか

らが率先してきものをまとい、楽しみながら多様性の議論を起こ

し発信することにより、これら課題を乗り越えていくことができ

ると確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめまとめまとめまとめ    

おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

京丹後市商工観光部商工振興課京丹後市商工観光部商工振興課京丹後市商工観光部商工振興課京丹後市商工観光部商工振興課    【【【【℡℡℡℡0772077207720772----69696969----0440044004400440】】】】    

（（（（第第第第 26262626 回国民文化祭回国民文化祭回国民文化祭回国民文化祭京丹後市実行委員会京丹後市実行委員会京丹後市実行委員会京丹後市実行委員会    シルクファッションフェスティバルシルクファッションフェスティバルシルクファッションフェスティバルシルクファッションフェスティバル企画委員会事務局企画委員会事務局企画委員会事務局企画委員会事務局））））    



会員自治体の情報【京都府与謝野町】 

 

 24 

 

 

 

 

 与謝野町染色センターでは、自由な発想で着物を制作してもらおうと、技師指導のも

と、丹後ちりめんを使用したマイ着物制作講習会を毎年開

催しています。 

 家族の七五三や成人式のため、また自分へのご褒美とし

て…いろんな思いを込めながら、各工程を経て、たくさん

の愛情が詰まった着物が仕上がります。 

 受講者は仕上がったマイきものを見て、「喜んでもらえる

かな」「どこへお出かけしようかな」など、さまざまな思い

を巡らせておられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与謝野町婦人会の取り組みとして、「子ど

もたちに着物文化を体感してもらう機会を

つくろう」との思いから始まった、着物姿

による卒業式が今年も行われます。 

婦人会が毎年制作している色とりどりの

着物や保護者らの準備した着物に身を包み、

卒業式を迎える児童の姿が年々たくさん見

られるようになってきています。 

中振袖に袴、ブーツ姿の女子児童や羽織

袴姿の男児児童が入場すると、会場は華やいだ

雰囲気に。５回目を迎える織物の町ならではの

卒業式は、小学校生活最後の良い思い出になる

ことでしょう。 

きものきものきものきもの卒業式卒業式卒業式卒業式        

マイマイマイマイ着物制作講習会着物制作講習会着物制作講習会着物制作講習会    

講習会講習会講習会講習会    

風風風風    景景景景    

【お問い合わせ先】 与謝野町商工観光課 ℡：０７７２－４６－３２６９ 
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鹿児島市が本場大島紬織物協同組合に運営委託を行ってい

る「織姫館」において大島紬ＰＲイベントが毎月実施されて

おります。 

 

今回は大島紬を着て路面電車を利用した焼酎など鹿児島の

特産品を堪能する「紬ＤＥちょい旅」が１０月２９日行われ

ました。ラジオなどによるイベント告知がなされたため、定

員を超える応募があり、参加者は２０代から８０代までと幅

広い年齢層となりました。 

  

 当日あいにくの雨となりましたが、大島紬を着た

参加者が繁華街を歩く姿を町行く人々が振り返って

見る機会が度々あり、大島紬の恰好のＰＲとなった

と思います。 

 

 

  

 車内では、特産品や焼酎を味わいながら車窓からの風景

を楽しみつつ、紬や鹿児島

にまつわる講座などが実

施されました。２時間ほど

の小旅行でしたが、大島紬

の心地よさを体感してい

ただけたと思います。 

 

 

 

織姫館での無料試着体験では若い世代の参加が目立ってきており、一人でも

多くの大島紬ファンの獲得に向けて取り組んでいきたいと思っております。 

 

 

【お問い合わせ先】 鹿児島市企業振興課  ℡：０９９－２１６－１３２３ 

 

町を歩く参加者 

紬 DE ちょい旅   

車内風景 
織姫館前にて記念撮影 

利用した電車 



 28 

シルクシルクシルクシルクのまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり市区町村協議会市区町村協議会市区町村協議会市区町村協議会・・・・構成構成構成構成団体等一覧団体等一覧団体等一覧団体等一覧    
 

（平成 23 年 11 月 1 日現在） 
■会員（２６団体） 

1 山形県鶴岡市 10 新潟県十日町市 19 京都府京都市 
2 山形県長井市 11 新潟県小千谷市 20 京都府宮津市 
3 山形県白鷹町 12 新潟県南魚沼市 21 京都府京丹後市 
4 福島県川俣町 13 石川県金沢市 22 京都府与謝野町 
5 茨城県結城市 14 山梨県富士吉田市 23 愛媛県西予市 
6 栃木県足利市 15 山梨県西桂町 24 鹿児島県鹿児島市 
7 栃木県小山市 16 長野県岡谷市 25 鹿児島県奄美市 
8 群馬県富岡市 17 長野県駒ヶ根市 26 鹿児島県龍郷町 
9 東京都新宿区 18 滋賀県長浜市   

 ◇役員 
  会 長 京都府京丹後市（市長 中山 泰） 
  副会長 山形県鶴岡市・福島県川俣町・群馬県富岡市・石川県金沢市・長野県岡谷市・

京都府与謝野町・愛媛県西予市 
  監 事 山梨県西桂町・京都府宮津市 
 
■特別会員[オブザーバー]（５名） 

農林水産省生産局生産流通振興課特産農産物対策室長 
経済産業省製造産業局繊維課長 
経済産業省製造産業局伝統的工芸品産業室長 
経済産業省製造産業局デザイン・人間生活システム政策室長 
経済産業省中小企業庁経営支援部新事業促進課長 

 
■顧問（１０名） 

◎ファッションジャーナリスト 
清水 早苗氏 ジャーナリスト／クリエイティブ・ディレクター 

◎クリエーションコーディネーター 
松田 正夫氏 （独）中小企業基盤整備機構近畿支部近畿支援事務局 

 プロジェクトマネージャー 
岡田 茂樹氏 日本ファッションプロダクト協会 代表理事 

◎テキスタイルデザイナー 
須藤 玲子氏 株式会社布取締役 
酒井 美和子氏 （有）ＧＢカンパニー代表取締役 
福井 健二氏 K.FUKUI PERSONAL OFFICE&EA 主宰 
永森 達昌氏 オフィス・ナガモリ代表 

◎和装 
早坂 伊織氏 着物伝承家 
笹島 寿美氏 着装コーディネーター・帯研究家 

◎研究機関 
玉田 靖氏      （独）農業生物資源研究所 遺伝子組換え研究センター 

新機能素材研究開発ユニット長（工学博士） 
 
■協賛団体（２４団体） 
 ◎蚕糸団体 

  （財）大日本蚕糸会・（社）日本生糸問屋協会・中央蚕糸協会・碓氷製糸農業協同組合 
◎産地織物組合 

鶴岡織物工業協同組合・福島県絹人繊織物構造改善工業組合・小千谷織物同業協同組合・山梨
県絹人繊織物工業組合・滋賀県絹人繊織物工業組合・丹後織物工業組合・本場大島紬織物協同
組合・本場奄美大島紬協同組合 

◎絹業団体 
  （社）日本絹業協会・全国染色協同組合連合会・全国染織連合会・京友禅協同組合連合会・京都工

芸染匠協同組合・日本織物中央卸商業組合連合会・(社)全日本きもの振興会・（社）全日本きもの
コンサルタント協会・(財)シルクセンター国際貿易観光会館（シルク博物館）・東京ネクタイ協同組
合・日本繊維輸入組合・新宿区染色協議会 
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古来よりわが国に伝わる尊い宝、絹。 
絹を用いる産業、すなわちシルク産業は、地域経済の中で重

要な役割を果たし、地域の生活や風土に根付いた産業として
我々の地域とともに発展してきました。同時に、悠久の歴史の
中でこれら産業が培った技術により生み出される製品は、地域
文化を育むと同時に、わが国文化の根幹に大きく関わり、地域
の価値や日本の品格を伝えるものとして、産業・文化の両面で
貢献しています。 
 ところが、社会・生活環境が急激に変化する中で、現在では
資源の枯渇化や人材の不足、市場の縮小による需要減少など、
地域のシルク産業の発展に支障が生じているとともに、近代
化・平準化の中でわが国固有の誇りある文化の風化が危惧され
ているところです。 

一般的に、シルク製品は、養蚕、製糸、織物、染色など多段
階の工程の中で、それぞれに長年にわたって極められた究極の
技術が、完璧なまでに調和され完成されます。またそのものづ
くりは、技術者同士の厚い信頼と連携の上に成り立ち、日本が
誇るものづくりの原点ともなっています。さらに、世界におい
てもシルクは、かつてシルクロードという長大な交易ルートを
創造し、産業を活性化するとともに東西文化の交流を育んでき
ています。すなわちシルクは、単なる繊維素材ではなく、歴史
的にも経済社会の様々な断面を相互に発展に導く共通のきずな
であり、今後においてもシルクを通じた「連携」「国際展開」
「産業活性化」「文化交流」などによって、様々な分野の未来
に多くの示唆と可能性を与えてくれるものであると確信します。 

こうしたシルクの持つ意味を改めて認識し、シルクに関連す
る産業、またはシルクに関係する歴史・文化を持つ市区町村が
連携し、「シルク産業の活性化」や「シルク文化を活用した魅
力ある地域づくり」など、シルクの意味を活用して新たな展望
を切り開くため、「シルクのまちづくり市区町村協議会」を設
立します。 

 
平成２２年１月２６日 

 



【【【【このこのこのこの情報誌情報誌情報誌情報誌にににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    

シルクのまちづくり市区町村協議会事務局 

（京丹後市商工観光部商工振興課） 

〒629-3101 京都府京丹後市網野町網野 353 番地の 1 

TEL：0772-69-0440／FAX：0772-72-2030 

メール：info@silkroad-japan.org 

ホームページ：http://www.city.kyotango.kyoto.jp/silk/

ブログ：http://silk25.blog.fc2.com/ 
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